
 

自
分
ら
し
く
学
べ
る
、

自
分
ら
し
く
学
べ
る
、

  

だ
か
ら
毎
日
が
楽
し
い
。

だ
か
ら
毎
日
が
楽
し
い
。

 学生サポートサロン学生サポートサロン  
 　誰もが学びやすい誰もが学びやすい大学を目指して大学を目指して 

 巻頭特集 

3-1
広報物のデザインの統一について

ロゴについて

ロゴは、常にはっきりと見える位置や色味で使用し、

他のデザインによって視認しにくくならないように使用してください。

●ロゴマーク　基本系 _カラー表現

ロゴマークの使用方法等については「ロゴマーク使用ガイドライン」（平成 29 年 11 月現在）参照

●ロゴマーク　セットアップ［メインタイプ］カラー表現

●ロゴマーク　セットアップ［メイン 公立大学法人タイプ］カラー表現

●ロゴマーク　基本系 _モノクロ表現
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推 奨 位 置 ： 各広報物の左上 または 右上

掲載可能位置 ： 各広報物の左下、右下、上部中央、下部中央、中心
ロゴの表示位置

岩手県立大学・広報誌

地域に地域に未来に多様なアーチを
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大学生になったらどんなバッグで通学すればいいの⁉

授業の数によってバッグの大きさを変えたり、

気分によって変えたりと高校生までのときよりも

自由に楽しむことができます。

そんな大学生のバッグスタイルを紹介します！

リュックでも、手持ちでも、肩掛けでも。

あなたはどんなコーデに、どのバッグを合わせる？

各地でのフィールドワーク
（左から、宮古市・野田村・大船渡市）

0202

03030404

0101学びの現 場から 今日のコーデを決める！ 
バッグの選び方

私
の

最
推
し
コ
ス
メ

岩手県立大学では、深い知性と豊かな感性を備え、高度な専
門性を身につけるため、特色ある授業に取り組んでいます。
今回は総合政策学部の市民協働論、宮古短期大学部の総合
三陸学に取り組む学生の学びの声を紹介します。

服装・バッグ・メイク
アクセサリーなどなど
大学生になったらどうしよう…
説明会や模擬講義では分からない
大学生活のアレコレをCAが
飾らずにリアルで紹介します！

LINEUP
01 コーデを決める！バッグの選び方
02 これがリアル！バッグの中身
03 私の最推しコスメ
04 こだわり小物で自分らしく

これを見たら、大学生活のイメージが
膨らむこと間違いなし！

　三陸ジオパークを題材に自然や歴史、文化、産業、防災について専門家や地域の方々

から直接話を聞くことができました。三陸に住み、学ぶことで地域との距離が近くなっ

たと思います。フィールドワークでは、被災地の声、写真などの残された資料を通し、

震災で何が起きたのかを自分事として考える機会となりました。復興していくまちの姿

に触れ、どう伝えていくべきかという未来の視点を持つこともできました。

　将来は地方銀行で働きたいと考えています。沿岸地域への融資や事業提案の際、実際

の被害状況を知っておくことで実態に即したビジネスや事業の提案ができると思います。

　行政と住民の関係の中で、行政が一方的に活動するのではなく、どのように住民の声

を拾っていくか、そこにまちづくりや地域によっての特色が出ていると感じました。理

論や定義ももちろん大事ですが、この授業では日本の多くの自治体や団体の事例を基に

した説明を聞くことができ、毎回新しい学びがあることが魅力です。

　私は将来、地元に戻って公務員として地域の課題に取り組むことを目標にしています。

公務員でも現場を知らないと政策に反映することは難しいと思うので、住民の声を聞き、

それを反映していけるような公務員を目指したいです。

公共的な社会課題を解決するのは行政だ

けではありません。地域コミュニティや

NPO、民間企業、そして私たち市民一人

ひとりがその主役です。この授業では、

官民連携や多文化共生などのキーワード

を取り上げ、基礎的な理論を学びつつ現

場の実践事例をリアルタイムで紹介しま

す。協働の領域では、実践は理論の先を

走っています。まさに「事件は現場で起

きている！」のです。

[総合三陸学]は、基礎段階の［岩手三陸学］（１年次・

必修）とともに「三陸創造科目群」を構成し、その

発展段階です。三陸地域の他にない利点を活用し、

学科の専門：経営情報学のうちの地域産業や地域経

済について、学生各々の考察を深めています。

岩手県立大学の特徴ある学びを知ろう！

経
営
情
報
学
科
２
年

袴
田 

夢
羽
太
さ
ん

学びの声

総
合
政
策
学
部
２
年

笠
井 

巧
さ
ん

学びの声

0101

これがリアル！バッグの中身
授業に必要な筆記用具やノートPC
は県大生の必須アイテム。シンプ

ルにまとめるもよし、推しキャラ

クターの小物を取り入れてモチベ

を上げている人もいます！

オープンキャンパスや模擬講義

では決して教えてもらえない大

学生のコスメ事情を紹介！大学

生活ではもっともっとおしゃれ

も楽しみたい！

こだわり小物で自分らしく
アクセサリーやヘッドホ

ンなど自分自身のモチ

ベーションを上げ、自分

らしさを表現してくれる

小物を紹介！

日 を々彩る
アイテム特集

Style:1 Style:2 Style:3

宮古短期大学部の［総合三陸学］（２年次：選択）は、「三陸ジオパーク」との連携協定によるご協力をいただき、東日本大震災の経験、多様

な自然・人々の暮らし、地域資源と防災の知恵から『未来』を学ぶ実習科目です。各分野の学内外専門家からの講義と臨地実習（フィールド

ワーク）により実践的かつ体験的に考察を進めています。

地質や自然から地域の文化・暮らしを学ぶ地質や自然から地域の文化・暮らしを学ぶ
●●総合三陸学総合三陸学　・岩手三陸学 ・三陸創造科目群　

宮古短期大学部宮古短期大学部

理論と実践事例で市民協働を学ぶ理論と実践事例で市民協働を学ぶ
●●市民協働論市民協働論　役重 眞喜子准教授

総合政策学部総合政策学部

フィールドワークフィールドワーク
グループワークグループワーク

三陸の三陸の
ジオジオ
エコエコ
ヒトヒト

復興・防災復興・防災
持続可能な持続可能な
地域づくり地域づくり

県立大学の大学広

報を担う学生たち

がキャンパス・ア

テンダント（通称

CA）です。

CAとは

CAMPUSCAMPUS
STYLESTYLE
PICKSPICKS

0202

03030404

CAが紹介

 

あ
な
た
だ
け
の 

 

バ
ッ
グ
ス
タ
イ
ル
を 

 

見
つ
け
て 

 

流
行
り
の 

 

韓
国
コ
ス
メ
で 

 

気
分
を
上
げ
る 

 

小
物
は 

 

脇
役
じ
ゃ
な
く
て 

 

主
役
に
！ 

Arch 87  3 Arch 87 2



 

誰
も
が
学
び
や
す
い 

 

大
学
を
目
指
し
て  

 

学
生
サ
ポ
ー
ト
サ
ロ
ン 

［場所］　　　　　　　　　　　

メディアセンター B棟2階（地上階）　

［開室］

平日  9：00～17：00 
17：00以降をご希望の場合は、個別

にご連絡ください。(土曜日・日曜日・

祝日はお休みになります。）

Information

特集

●

心
理
相
談
専
門
員

　

学
生
の
心
の
中
に
あ
る
い
ろ
い
ろ
な

思
い
を
包
括
的
に
聞
く
こ
と
が
主
な
業

務
で
す
。
具
体
的
な
悩
み
に
至
る
前
の

段
階
で
も
話
す
こ
と
で
一
歩
前
に
進
め
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
思
い
や
気
持
ち
を
一

緒
に
整
理
し
た
り
、
解
決
に
向
け
て
共
に

考
え
る
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

●

学
生
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

主
に
特
別
支
援
と
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
担
当
し
ま
す
。
金
銭

や
対
人
関
係
な
ど
学
内
外
の
困
り
ご
と

を
聞
き
、
要
因
を
共
に
考
え
、
取
り
除

く
た
め
に
学
内
は
も
ち
ろ
ん
、
公
的
な

支
援
制
度
や
外
部
の
相
談
機
関
へ
の
紹

介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
で
は
、
専
門
職
で
あ
る
心
理

相
談
専
門
員
２
人
、
学
生
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
１
人
、
障
が
い
学
生
支
援
ス

タ
ッ
フ
１
人
が
学
生
の
様
々
な
相
談
や

支
援
に
対
応
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に
、

教
員
の
相
談
員
も
い
ま
す
。
周
囲
を
気

に
せ
ず
相
談
で
き
る
個
室
が
あ
り
、
相

談
内
容
の
秘
密
も
守
ら
れ
ま
す
。
相
談

す
る
場
所
と
考
え
る
と
少
し
勇
気
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
あ
く
ま
で
も

こ
こ
は
大
学
の
中
に
あ
る
あ
な
た
の
居

場
所
の
一
つ
で
す
。
具
体
的
な
お
悩
み

ご
と
で
は
な
く
て
も
、
ま
ず
は
気
軽
に

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

障
が
い
学
生
支
援
ス
タ
ッ
フ

　

障
が
い
の
あ
る
学
生
の
学
修
準
備
や

移
動
な
ど
の
支
援
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
補
助
を
必
要
と
す
る
学
生
へ
の
情

報
保
障
支
援
な
ど
、
学
生
一
人
で
は
困

難
な
部
分
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

【サロンの役割】

▲

 様々な悩みのある学生に対する心理相談 
（カウンセリング）

▲

 障がいなどのある学生に対する合理的配慮に

関する相談支援（特別支援）

▲

 生活に困りごとのある学生に対する相談支援 
(キャンパス・ソーシャルワーク）

話してみませんか話してみませんか
あなたが抱えていることあなたが抱えていること

私たちがお手伝いします私たちがお手伝いします

支
援
の
流
れ

※ 個人情報は原則、本人同意のもと関係機関

及び教職員のみで共有します。

相
談
受
付

(
初
回
面
談
)

イ
ン
テ
ー
ク

支
援
の
実
施

　障がいのある学生が、安心

して学修参加できる環境を整

えることが仕事です。前例が

できることで、学びを希望す

る障がいのある人の人生の選

択の幅が広がります。

梅木知也さん
（ 障がい学生 
支援スタッフ）

　やらなければいけないこと

に押しつぶされてなかなか自

分だけで解決できない状況も

あります。高等教育機関で

学び資格を持って社会に出て

いってもらうための様々なお

手伝いをします。

高橋正之さん
（ 学生支援 
コーディネーター）

　相談に来られた方が、安心し

て、安全感を感じながらお話が

できる場を大切にしています。

一人ひとりにフィットした関わ

りを共に探していきながら、そ

の人らしく生きていけるような

サポートを心がけています。

安藤文哉さん
（心理相談専門員）

　心が動いたり揺らいだら、サ

ロンに話をしに来てください。

皆さんのお話を大切に聴かせ

ていただき、一緒に考えるこ

とで、良き方向に向かう糸口を

見つけていけるよう精一杯サ

ポートいたします。

土橋由美子さん
（心理相談専門員）

　

学
生
サ
ポ
ー
ト
サ
ロ
ン
で
は
、
心

理
相
談
専
門
員
(
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
)、

学
生
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
(
キ
ャ

ン
パ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
)、
障

が
い
学
生
支
援
ス
タ
ッ
フ
(
ケ
ア
ワ
ー

カ
ー
)
が
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
悩
み

や
課
題
に
寄
り
添
い
、
相
談
対
応
を

行
う
ほ
か
、
休
憩
・
居
場
所
ス
ペ
ー

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
何
が
で
き
る

場
所
な
の
か
、
ど
ん
な
人
た
ち
が
対

応
し
て
く
れ
る
の
か
、
役
割
や
雰
囲

気
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

い
つ
で
も
安
心
で
き
る
場
所

　

大
学
生
活
は
、
様
々
な
出
来
事
を
自

分
で
考
え
た
り
、
決
め
た
り
す
る
機
会

が
増
え
ま
す
。
あ
る
意
味
で
自
由
と
言

え
ま
す
が
、
同
時
に
自
律
性
が
求
め
ら

れ
、
責
任
も
出
て
き
ま
す
。
単
位
修
得

や
実
習
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
一
人
暮

ら
し
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
自
分
の
生
活

も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
時
に
は
立
ち
止
ま
ら
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
や
、
自
分
の
力
だ
け

で
は
解
決
が
で
き
な
い
と
思
う
こ
と
も

き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
時
は

学
生
サ
ポ
ー
ト
サ
ロ
ン
に
来
て
く
だ
さ

い
。
ス
タ
ッ
フ
が
学
生
の
様
々
な
困
り

ご
と
や
悩
み
を
丁
寧
に
聞
き
、
一
緒
に

解
決
策
を
考
え
ま
す
。

　

学
生
の
大
学
生
活
が
よ
り
実
り
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
応
援
し
、
支
援
し
て

い
く
存
在
が
学
生
サ
ポ
ー
ト
サ
ロ
ン
で

す
。
高
嶋
裕
一
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

長
は
「
時
に
は
落
ち
込
み
、
混
乱
し
、
健

康
を
損
な
っ
た
状
態
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
れ
が
肉
体
的
な
健
康
で
あ

れ
、
精
神
的
な
健
康
で
あ
れ
、
学
内
に

避
難
所
と
な
る
場
所
が
あ
る
こ
と
は
、

学
生
の
大
き
な
安
心
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
サ
ロ
ン
と
い
う
場
を
通

じ
て
、
そ
う
し
た
安
心
の
雰
囲
気
を
学

内
に
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
呼
び

掛
け
ま
す
。

　

大
学
や
学
生
に
関
し
て
の
悩
み
や
相

談
を
抱
え
て
い
る
保
護
者
も
い
る
は
ず

で
す
。
学
生
サ
ポ
ー
ト
サ
ロ
ン
は
、
学

生
本
人
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
教
職

員
か
ら
の
相
談
に
も
対
応
し
ま
す
。
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レ
イ
ア
ウ
ト
の
見
直
し
な
ど
、
利
用
者
が
少
し
で

も
快
適
に
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
常
に
進
め
て
い

ま
す
。
居
心
地
の
良
さ
が
、
相
談
利
用
の
な
い
学
生

も
含
め
た
一
定
の
利
用
者
数
と
満
足
度
の
高
さ
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
サ
ポ
ー
ト
サ
ロ
ン
に
あ
る
自
習
ブ
ー
ス
や
休

憩
ス
ペ
ー
ス
は
、
静
か
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
大
人
数
で
の
利
用
や
ほ
か
の
利
用
者
に

迷
惑
が
か
か
る
行
為
を
し
な
け
れ
ば
、
ど
な
た
で
も

利
用
で
き
ま
す
。

お茶やコーヒーなど、ちょっとした飲み物を用意しています。疲れてしまった
ときに、温かい飲み物を飲んで、少しリラックスしませんか。

休憩スペースは、パーテーションで仕切られており、ソファなどでくつろぐこ
とができます。

自習ブースは、隣と区切られており、人目を気にせず集中して自習やパソコン
を使った作業ができます。

　私が教員も兼ねているので、学修

や学校生活、進路などで学生が抱え

る悩みについて、より理解しやすい

かと思います。そういう面からも困っ

た学生が相談しやすい部分があると

思います。相談しながら主体的に自

分を振り返り、変化、成長していく

学生の姿を、いつも見させていただ

いています。ちょっとしたことでも、

まずはなんでも相談してほしいです。

　

学
生
サ
ポ
ー
ト
サ
ロ
ン
で
は
、
対
話
や
心
理

教
育
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
、
良
好
な

対
人
関
係
づ
く
り
を
支
援
す
る
「
グ
ル
ー
プ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
様
な
価
値
観
を
尊
重
す
る
こ
と
を
掲
げ
た
岩

手
県
立
大
学
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
基
本
方
針
に
則
り
、
多
様
な
性
の
あ
り

方
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
全

学
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
学
内
の
掲

示
板
に
も
企
画
の
チ
ラ
シ
を
貼
っ
て
い
る
の

で
、
気
軽
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●

学
生
相
談
室

　

学
生
相
談
室
で
は
気
軽
に
相
談
で
き
る
場
所

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、「
学
生
な
ん
で

も
相
談
」
の
名
称
で
火
曜
日
と
金
曜
日
に
相
談

日
を
設
け
て
い
ま
す
。
臨
床
心
理
士
の
河
野
暁

子
准
教
授
が
相
談
に
対
応
。
相
談
は
専
用
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
の
ほ
か
、
河
野
准
教
授
の
研
究
室

で
の
予
約
も
可
能
で
す
。
事
前
予
約
が
原
則
で

す
が
、
相
談
の
予
約
が
入
っ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
当
日
で
も
予
約
な
し
で
相
談
に
対
応
し
ま

す
。
毎
月
の
相
談
日
は
、
ウ
ェ
ブ
と
学
内
の
掲

示
板
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ほ
か
、
相
談
内
容
に
応

じ
て
、
滝
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
サ
ポ
ー
ト
サ

ロ
ン
、
宮
古
短
期
大
学
部
の
事
務
局
、
大
学
と

提
携
す
る
学
外
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な

ど
、
様
々
な
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
も
し
て

い
ま
す
。

●

保
健
室

　

保
健
室
で
は
、
け
が
を
し
た
際
の

応
急
処
置
、
体
調
不
良
や
健
康
診
断

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
心
と
身
体
の
健

康
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

Aさん（ソフトウェア情報学部3年）

　利用のきっかけは、発達障がい（ADHD）で聴

覚過敏の症状があり、講義中にイヤーマフ装着の

配慮申請をするためでした。現在は、課題が多く

て疲れて休憩したいとき、食事の場、テスト前で

集中したいときに利用しています。最初は少し勇

気がいりましたが、いざ駆け込むと親身になって

相談にのってくれました。サロンの皆さんは多角

的なアドバイスや心強いサポートをしてくれるの

で、不安が安心に変わりました。

　まずは安心して駆け込んでみてください！ 

坂井結さん（総合政策学部2年）

　入学前に聴覚障がいに関する配慮について相談

に行き、学生支援室の存在を知りました。大学生

活への不安が少し和らいだのを覚えています。い

ろいろと動いてくださったことも入学の決め手に

なりました。現在は、ロジャーという補聴援助シ

ステムを授業で先生方のマイクに接続してもらう

対応や先生方が話した内容を文章化してもらう

ノートテイクも希望すれば対応していただけま

す。専門の方々が対応してくれる安心感や聴覚障

がいへの理解があり、学生の立場に歩み寄ってく

れているので、心の支えにもなっています。

利
用
者
の
声

 

交
流
や
多
様
性
の
理
解 

 

様
々
な
場
を
提
供 

 相談だけじゃない 
 こんな使い方もできる 

学生サポートサロン【滝沢キャンパス】

▲
職員の対応 97.4％

▲
設備・環境 98.4%

学生相談室・保健室【宮古キャンパス】

▲

保健室の設備・環境 100％

▲

学生相談室の対応 100％

▲

学生相談室の設備・環境 100％

学生サポートサロンの利用満足度

（2024年度）宮
古
短
期
大
学
部

休憩スペース

ドリンクコーナー

自習ブース

臨床心理士

河野暁子准教授
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　国際交流推進室が運営するグローバル

センターは、県立大学の国際交流の拠点

として、2023年10月にオープンしまし

た。専任スタッフとして国際交流専門員

１人が常駐。学生の海外派遣（留学や研

修）・国際交流に関する相談、留学生・

教員からの相談、国際交流イベントの企

画・運営などを行っています。

　2024年度のセンター利用件数は567
件で、そのうち約8割の454件が留学生

による利用です。留学生の多くはソフト

ウェア情報学部の大学院生で、英語のみ

で学位取得が可能ということもあり、日

本語に不慣れな学生もいます。自宅に届

いた郵便物の説明をしたり、各種手続き

の仕方について相談を受けて学外の機関

を紹介したりすることもあります。

　県立大学で2024年度に海外派遣に参

加した学生は、大学主催の海外留学プロ

グラムと他団体主催の研修を合わせて50
人です。いつ海外に行くべきか、どんな

プログラムがあるかなど、海外派遣を前

にセンターへ情報収集に訪れる学生も多

くいます。

　センターでは海外に行くだけでなく、

学内でも国際交流できる機会を創出して

います。留学生が出身国の文化や食生活

などを紹介する多文化理解講座、バスツ

アーやパーティーなどの交流事業があり

ます。また、留学生の日本語支援や各種

イベントの運営補助を行う日本人学生の

サポーターも活躍しています。

成
な
ど
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
き
た
自
治
体
で
の
経
験

　

尾
無
講
師
は
、
県
立
大
学
看
護
学
部
を

卒
業
後
、
保
健
師
と
し
て
山
田
町
に
就
職
。

社
会
人
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
大
学
院
看

護
研
究
科
で
学
び
、
２
０
１
９
年
４
月
か

ら
同
大
看
護
学
部
の
教
員
を
務
め
て
い
ま

す
。「
受
診
率
を
上
げ
る
こ
と
も
大
切
で

す
が
、
ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め
自
分

た
ち
で
受
診
す
る
と
い
う
風
土
を
作
っ
て

い
く
こ
と
は
、
ま
さ
に
現
場
を
経
験
し
て

み
な
け
れ
ば
思
わ
な
い
こ
と
で
し
た
」
と

自
治
体
時
代
の
経
験
も
今
回
の
取
り
組
み

に
生
き
た
と
話
し
ま
す
。

　

研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
４
学
部
で

構
成
す
る
県
立
大
学
の
特
徴
を
活
か
し
ま

し
た
。「
他
の
講
座
・
学
部
の
先
生
た
ち

と
の
多
角
的
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ

り
、
論
文
と
し
て
も
情
報
発
信
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
自
治
体
・
企
業
・
他
講
座
・

他
学
部
な
ど
、
多
く
の
方
々
と
連
携
し
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
の
が
県
立
大
学
の
強

み
で
あ
り
、
今
後
目
指
す
方
向
性
だ
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
こ
の
先
を
展
望
し
ま
す
。

　

尾
無
講
師
ら
は
「
子
宮
頸
が
ん
検
診
に

関
連
す
る
要
因
研
究
」
で
、
同
市
在
住
の

20
〜
60
代
の
女
性
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
。
そ
の
結
果
、
検
診
日
程
や

検
診
内
容
が
分
か
ら
な
い
な
ど
の
情
報
不

足
が
受
診
の
障
壁
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

他
の
が
ん
検
診
の
対
象
者
に
も
な
る
40
代

以
上
と
20
〜
30
代
と
で
は
明
確
な
差
が
あ

り
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
20
代
で
最
初
に

受
け
る
検
診
と
い
う
面
で
も
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

動
画
で
親
し
み
や
す
く

　

研
究
結
果
を
踏
ま
え
、
20
〜
30
代
の
女

性
向
け
に
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の

啓
発
動
画
を
制
作
し
ま
し
た
。
動
画
は
、

検
診
や
申
込
方
法
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

　

岩
手
県
立
大
学
看
護
学
部
の
尾
無
徹

講
師
は
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
検
診

の
受
診
を
促
進
す
る
た
め
、
久
慈
市
と

株
式
会
社
サ
ス
テ
ナ
と
連
携
し
て
学
習

動
画
とYouTube

広
告
を
作
成
し
ま

し
た
。
同
市
で
は
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

受
診
で
き
る
施
設
が
少
な
く
、
最
寄
り

の
健
診
セ
ン
タ
ー
も
離
れ
て
い
る
た

め
、
自
治
体
の
実
施
す
る
が
ん
検
診
の

取
り
組
み
の
重
要
性
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

し
、
受
診
を
促
す
内
容
で
す
。
柔
ら
か
い

イ
ラ
ス
ト
の
使
用
や
動
画
の
長
さ
に
も
こ

だ
わ
り
ま
し
た
。
乳
幼
児
健
診
や
成
人
式

な
ど
で
二
次
元
コ
ー
ド
を
記
載
し
た
チ
ラ

シ
を
配
布
し
、
動
画
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
も

ら
う
仕
組
み
に
し
ま
し
た
。

若
年
向
け
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

　

従
来
は
紙
媒
体
を
郵
送
し
て
啓
発
し
て

い
ま
し
た
が
、
若
年
層
の
紙
離
れ
な
ど
を

考
慮
し
て
周
知
方
法
を
工
夫
。
エ
リ
ア
や

年
代
を
限
定
し
たYouTube

広
告
や
久

慈
市
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
り
、
若
年

層
が
自
然
と
情
報
を
目
に
す
る
機
会
を
増

や
し
ま
し
た
。
取
り
組
み
で
得
た
知
見
は
、

自
治
体
の
他
の
が
ん
検
診
啓
発
活
動
や
若

年
期
か
ら
の
健
康
を
意
識
す
る
風
土
の
醸

 若年期の乳がん ・ 子宮頸がん検診受診率向上へ
 自治体や企業と協働し啓発動画や広告作成

看護学部

尾無　徹 講師

地域
貢献

グローバル
センター

海外派遣の相談や留学生支援

学内での国際交流の機会を後押し

グローバルセンターでは、留学生や海

外派遣に参加した学生が、出身国や留

学先を紹介する講座も開催しています。

言語や歴史、食文化などのほか、大学

で勉強している分野について日本と現

地の違いを紹介する学生もいて、知見

が広がること間違いなしです。

多文化理解講座

学内でもできる
国際交流

知ることで広がる
新たな世界

国際交流

Multicultural Multicultural 
understanding courseunderstanding course

岩手看護学会誌に
掲載された研究論文

啓発動画

啓発動画の一場面
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　イノベーションサークル「CARE　VIEW
プロジェクト」は、福祉への理解を深めて

もらうことをコンセプトに活動している団

体です。主な活動は、福祉に関連する映画

の上映と参加者同士で感想を言い合うワー

クショップの開催です。

　監督や配給会社との調整も自ら行い、こ

れまでにヤングケアラー、精神疾患と家族

などをテーマにした作品を上映してきまし

た。学生にとどまらず、実際に施設などで

働く参加者もおり、上映後のワークショッ

プは現場のリアルな話を聞く機会にもなっ

ています。

　メンバーの加納匠人さん（社会福祉学部2
年）は「取り上げるのは自分ではあまり能動

的には見ない映画なので学びになり、感想

を共有することで多様な感じ方も知ること

ができます」、山本悠斗さん（同2年）は「参

加者の意見から自分の考えや新しい価値観

を再認識できます」と活動を振り返ります。

　サークルでは福祉に関係する人だけでな

く、気軽に参加してもらえる活動を目指し

ています。代表の浅沼大和さん（同2年）は

「映画のテーマに関係なく、自分にできる

ことや周囲の人への理解など、自らの生活

に当てはめて考えてもらえる機会が増えれ

ば」と期待します。

2025年3月に発足。現在のメンバーは社会福祉学部の学

生3名。イベント開催に合わせて高校生ボランティアなど

と活動しています。学部を問わず、一緒に活動する学生を

募集中。申し込みは公式

Instagram、X、noteから。

Instagram X note

イノベーションサークル

CARE　VIEWプロジェクト
　活動日は週2回で、短距離、長距離、フィー

ルド競技に分かれて練習しています。部員

の活動目的は大会出場、健康増進、フルマ

ラソンの完走などそれぞれ違います。その

ため、決められた練習メニューを行うので

はなく、自分自身の目標に合わせて自由に

練習の量や質を調整できるのが魅力です。

　2025年度に1年生が多数入部し、活動に

も活気が出ています。定期的な活動のほか、

SNSなどで連絡を取り合って授業の合間

に希望者でランニングをすることもありま

す。近年は花巻市東和町のマラソン大会に

参加するのも部の恒例になっています。景

色を楽しみながら走ったり、バーベキュー

をしたり、部員同士の親睦を深めています。

　自主性を尊重しながらもやりたいことに

自由に取り組める環境を確保するため、選

手登録の仕方などは経験がある上級生が

しっかりとサポートする体制をとっていま

す。部長の久保大地さん（総合政策学部3年）

は「陸上は一人でもできるスポーツですが、

気軽に来て一緒に走る仲間がいるともっと

楽しいです。陸上競技部がそんな場所にな

れば」と話します。

1998年の開学時に発足した歴史ある団体。部員は17名

（2025年12月現在）。毎週水曜日15:00～18:00、土曜日

9:30～12:00、晴天時は陸上競技場、雨天時はアスレチッ

クジム（体育棟2階）で活動していま

す。学部・性別を問わず、走ること

が好きな学生を募集中です。申し込

みは公式Instagram、Xから。

団体データ

Instagram X

サークル紹介

 

仲
間
と
走
る
楽
し
さ
を
大
切
に 

 

自
主
性
を
重
視
し
た
活
動 

 活動の様子

陸上競技部

団体データ

 活動の様子

今だからこそ できること

ArchTV動画 ArchTV動画

 

映
画
上
映
と
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で 

 

福
祉
を
考
え
る
機
会
を
創
出 
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み
解
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
間
は
岩
手

県
の
満
州
開
拓
慰
霊
塔
の
保
存
・
管
理
・

継
承
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

授
業
や
研
究
の
一
環
で
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
も
行
い
ま
す
。
学
生
と
共
に
町
家

の
掃
除
を
し
た
り
、
お
祭
り
に
参
加
を
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
へ
の
理
解

が
深
ま
り
、
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
だ
け
で

は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
、
現
地
に
足
を
運

ん
で
見
聞
き
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
か
っ

て
き
ま
す
。

　

高
校
時
代
に
有
機
農
業
へ
関
心
を
持

ち
、
東
京
農
工
大
学
農
学
部
に
進
学
し
ま

し
た
。
大
規
模
化
や
法
人
化
が
農
業
の
主

流
と
な
る
中
で
、
政
策
論
だ
け
で
考
え
る

の
で
は
な
く
、
歴
史
や
文
化
、
社
会
を
踏

ま
え
て
日
本
の
農
業
や
農
村
社
会
の
在
り

方
を
考
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
農
村
研

究
を
し
て
い
る
東
北
大
学
大
学
院
情
報
科

学
研
究
科
へ
進
み
ま
し
た
。

　

専
門
の
農
村
社
会
学
は
、
歴
史
の
移
り

変
わ
り
な
ど
を
通
じ
て
社
会
学
的
に
農
業

や
農
村
に
つ
い
て
考
え
る
分
野
で
す
。
か

つ
て
は
農
作
業
や
水
路
の
基
盤
整
備
な
ど

す
べ
て
を
共
同
で
行
っ
て
い
た
農
業
で
す

が
、
今
は
機
械
化
な
ど
が
進
み
、
農
村
と

し
て
の
共
同
性
が
見
に
く
い
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
地
域
で
信
頼
を
得
な

い
と
新
規
就
農
者
の
土
地
の
貸
借
が
成
り

立
た
な
い
な
ど
、
一
定
の
農
村
機
能
は
現

在
も
残
っ
て
い
ま
す
。
一
見
す
る
と
合
理

的
で
は
な
く
理
解
し
が
た
い
事
象
に
つ
い

て
も
、「
家
」
や
「
村
」
と
い
う
要
因
を
絡
め

て
考
察
す
る
こ
と
で
深
く
理
解
で
き
る
こ

と
が
農
村
社
会
学
の
魅
力
で
す
。

　

現
在
は
、
八
幡
平
市
石
神
集
落
の
旧
家

で
行
わ
れ
て
い
た
名な

子ご

制
度
と
呼
ば
れ
る

大
家
族
制
度
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
ま

す
。
農
業
や
漆
器
業
、
木
炭
な
ど
産
業
の

中
で
成
り
立
っ
て
き
た
そ
う
し
た
制
度
が

ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
残

さ
れ
た
古
文
書
や
地
域
の
人
の
話
か
ら
読

の
文
理
融
合
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
※

は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
現

代
社
会
に
お
け
る
新
し
い
一
般
教
養
と
捉

え
、
文
理
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
学
生
が

デ
ー
タ
を
用
い
て
課
題
を
分
析
し
、
解
決

策
を
提
案
で
き
る
力
を
養
う
た
め
に
高
等

教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
っ
て
提

供
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
は
、
世
の
中
の

思
い
込
み
を
た
だ
し
、
客
観
的
な
エ
ビ
デ

ン
ス
で
真
実
を
解
明
す
る
力
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
学
生
の
デ
ー
タ
を
分
析
・

検
証
す
る
こ
と
で
、
奨
学
金
の
受
給
が
学

生
の
学
習
活
動
に
正
の
影
響
を
与
え
る
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
単
に
知
識

を
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
情
報
を
評
価
し
、

そ
れ
を
活
用
し
て
新
し
い
価
値
を
生
み
出

す
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
は
論
理
的
な
思
考
や
問
題
解
決

力
を
養
う
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
自
身

の
専
門
分
野
に
加
え
た
強
み
に
な
り
ま
す
。

　

出
産
後
に
県
立
大
学
へ
着
任
し
た
こ
と

も
あ
り
、
子
ど
も
と
県
内
の
様
々
な
場
所

に
出
掛
け
る
の
が
休
日
の
過
ご
し
方
で

す
。
出
身
の
高
雄
市
が
港
町
な
の
で
、
水

辺
を
見
る
と
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
池
の
周
り
を
子
ど
も
と
散
策

し
、
四
季
折
々
の
変
化
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

※ 

令
和
８
年
度
か
ら
副
専
攻
『
課
題
解
決
型
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
が
ス
タ
ー
ト

　

私
が
10
代
の
頃
は
女
子
の
大
学
進
学
を

嫌
が
る
親
も
少
な
く
な
く
、
私
の
母
も
そ

う
で
し
た
。
私
は
反
対
を
押
し
切
っ
て
大

学
に
進
学
。
結
果
と
し
て
、
大
学
は
新
し

い
知
識
と
出
会
え
、
人
生
に
お
い
て
非
常

に
大
き
な
意
味
を
持
つ
最
高
の
場
所
で
し

た
。
そ
の
世
界
を
深
く
知
り
、
よ
り
良
く

し
た
い
と
考
え
た
こ
と
が
、
高
等
教
育
学

の
分
野
に
進
ん
だ
き
っ
か
け
で
す
。
大
学

で
学
ぶ
意
義
や
効
果
を
デ
ー
タ
で
示
す
こ

と
が
、
私
と
同
じ
よ
う
に
進
学
に
迷
い
、

不
安
を
感
じ
る
学
生
の
背
中
を
押
す
こ
と

に
つ
な
が
れ
ば
、
そ
の
思
い
が
研
究
の
原

動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
母
も
私

の
研
究
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

研
究
し
て
い
る
テ
ー
マ
の
一
つ
に
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
が
あ
り
ま
す
。
本
学

歴
史
や
文
化
を
知
る
こ
と
で

農
村
社
会
の
在
り
方
を
考
え
る

高
等
教
育
の
意
義
と
は

デ
ー
タ
で
客
観
的
な
価
値
示
す

学びたいものが ここにある。

高等教育推進センター

呉書雅 准教授

台湾・高雄市出身。中国文化大
学商学部国際貿易学科を卒業
後、東北大学大学院教育学研
究科総合教育科学専攻博士課
程を修了。福島大学特任准教授
などを経て、2023年10月から
高等教育推進センターで勤務。

フィールドワークの一環で学生とともに地域のお祭りに参加

データサイエンス教育
プログラムの授業の様子

呉准教授の著書と
高等教育に関する論文

盛岡短期大学部

三須田 善暢 教授

神奈川県横須賀市出身。東京
農工大学農学部を卒業後、東
北大学大学院情報科学研究科
博士課程を修了。2005年度か
ら盛岡短期大学部で勤務。
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教員 紹介



令和７年度学長奨励賞授与式を実施

　令和８年2月19日、研究活動、課外活動、社会活動の分野

で活躍された10組に学長奨励賞が授与されました。受賞され

た皆様、おめでとうございます！

PICK UP 1

社会福祉学部　畠山 委玖重

　岩手県のグローバル人材育成事業「南米と岩手を結ぶ関係人口創出事業」
に参加し、ブラジルでのホームステイ等を通して、岩手県の食・文化等の発
信に主体的に取り組みました。

総合政策学部　 漆山 日奈子　佐々木 永遠　下河原 麻央　 
鈴木 咲楽々　野元 和奈　　安田 悠舜

　商工総合研究所主催「第38回中小企業懸賞論文」の産業部門において、最

優秀賞である「本賞」を受賞しました。

岩手県立大学のイベントや出来事、
学生や教員の活動に関わるニュースなど、
この１年間の情報を紹介します。

　宮古短期大学部の宮古

短大祭りサークルが、令

和７年９月13日に開催

された「みやこ秋まつり」

手踊りパレードに参加し

ました。学生たちは息の

合った力強く華やかな踊

りを披露し、沿道から温

かい笑顔と拍手が送られ

ました。その成果が評価

され、審査では見事第１

位を獲得。地域と一体と

なって祭りを盛り上げ

た、充実した１日となり

ました。

　社会福祉学部では、令和７年11月１日に第10回学術講

演会・県大福祉フォーラムを開催しました。節目となる

10回目は、「認知症　地域全体で支える『共生社会』の実現

に向けて」をテーマに、基調講演とシンポジウムを実施し

ました。医療・福祉・地域の実践報告を通して、共生社会

の実現に向けた理解を深める機会となりました。

みやこ秋まつり「手踊りパレード」で
１位を獲得しました！

第10回学術講演会・県大福祉フォーラム
を開催しました

県 立 大 学 Topics

　岩手県立大学大学院総合政策研究科の小野寺直喜さん

が、農林水産省主催の第１回「食と農をつなぐアワード」

において、株式会社岩手銀行と共に大臣官房長賞を受賞し

ました。経済学のマッチング理論で農地集約を最適化する

WEBアプリ「農地コネクト」を活用し、産学官金が連携し

た合意形成の仕組みを研究・実践した取組みが高く評価さ

れました。

「食と農をつなぐアワード2025」にて
農林水産省大臣官房長賞を受賞

　本学と滝沢市、滝沢市IPUイノベーションセンター・パー

ク入居企業（イノベ企業）が連携して実施している「企業学

群」の取組みの一環として、本学と滝沢市の共催で交流イ

ベント「イノベCafé」を開催しました。 
　今年度は福祉工学や哲学、防災をテーマに、本学教員が

話題提供を行い、参加者はランチや飲み物を楽しみながら

交流を深めました。

イノベCaféを開催しました

PICK UP 2PICK UP 3

PICK UP 4PICK UP 5

　大学の教育研究活動をさらに充実させる財源として平成

28年度に創設した「岩手県立大学未来創造基金」に、令和７

年度は２月末現在で15件55万円の寄付が寄せられました。

寄付をお寄せいただいた皆様に改めて感謝申し上げますと

ともに、岩手の未来づくりに貢献する教育研究活動をさらに

広げていけるよう引き続き御支援をよろしくお願いします。

【基金のお問合せ先】

岩手県立大学事務局総務室（管財契約グループ）

TEL:019-694-2002 FAX:019-694-2001
【お申込方法】

本学ウェブサイト、書面、電話、FAX又は

本学所定の振込取扱票でお申し込み・お振

込みください。

未来創造基金の報告

PICK UP 7

　看護学部は、令和７年12月20日に滝沢市こども家庭セン

ターと共催で「子育て応援☆クリスマスフェスタ」を開催しま

した。講演やダンス、クラフト体験、育児相談など学生も参

加した多彩なプログラムを実施し、滝沢市内外から200名を

超える方にご参加いただきました。大学と地域が連携し、子

育て家庭に寄り添う温かな交流の場となりました。

子育て応援☆クリスマスフェスタを
開催しました

PICK UP 6

アンケートご協力のお願い

岩手県立大学広報誌Archへの御意見・

御感想や、広報に関する皆様の御意見

をお聞かせください。右の二次元コー

ドにアクセスして、アンケートフォーム

から御回答をお願いします。

岩手県立大学

公式SNS
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総合政策学部　沼田 侑希子

　2025ミスさんさ踊りとして、県内外の各種行事で盛岡さんさ踊りと地域の魅力発信

に取り組みました。

総合政策学部　中村 暖
　国民スポーツ大会東北ブロック大会兼第52回東北総合スポーツ大会（スポーツクラ
イミング競技・成年女子）にて、リード・ボルダーともトップの成績を収め、岩手県チー

ムの優勝に貢献しました。

ソフトウェア情報学研究科　藤原 龍聖

　情報処理学会第87回全国大会にて学生奨励賞を受賞するなど、目覚ましい活躍をし

ました。 
総合政策研究科　小野寺 直喜

　「PICK UP 2」に記載の取組みが高く評価されました。

ぽむっこくらぶ

　病気や障がいのある子どもの親の会主催の研修会の運営するとともに、託児ボラン

ティアに参加し、保護者への支援や子どもとの交流などを行いました。 
イノベーションサークル　CARE VIEWプロジェクト

　P10「サークル紹介」に掲載の取組みが高く評価されました。

さんさ踊り実行委員会

　盛岡さんさ踊りに参加し、出場当日の全般的に最も優れた団体のみが選ばれる最優

秀賞を受賞しました。

祭りサークル

　「第39回みやこ秋まつり」の手踊り運行パレードに参加し、一般投票審査において１
位を受賞しました。
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地域に 
未来に 多様なアーチを

3-2
広報物のデザインの統一について

タグラインについて

タグラインの使用方法等については「タグライン使用ガイドライン」（令和 6年 7月現在）参照

●岩手県立大学基本セットアップ［メインタイプ］カラー表現

●岩手県立大学盛岡短期大学部基本セットアップ［メインタイプ］カラー表現

●岩手県立大学宮古短期大学部基本セットアップ［メインタイプ］カラー表現

地域に 
未来に 多様なアーチを

地域に 
未来に 多様なアーチを

原則として、ロゴマークとセットで使用してください。

なお、単独で使用することもできます。
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推 奨 位 置 ： 各広報物の左上 または 右上

掲載可能位置 ： 各広報物の左下、右下、上部中央、下部中央、中心
タグラインの表示位置

岩手県
男女共同参画センター

（認定NPO法人インクルいわて）　

高橋 健太さん

2021年３月

社会福祉学部卒業

あ
り
の
ま
ま
に
生
き
ら
れ
る
社
会
に

大
学
時
代
の
経
験
が
現
在
の
糧

　

大
学
時
代
は
、
3
年
次
に
１
年
間
休
学

し
て
オ
ハ
イ
オ
大
学
に
留
学
。
英
語
の
学

習
だ
け
で
な
く
、
学
部
生
対
象
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
関
す
る
科

目
も
履
修
し
ま
し
た
。
帰
国
後
も
他
学
部

の
授
業
履
修
を
通
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
男

女
共
同
参
画
の
知
識
な
ど
、
現
在
の
仕
事

の
ベ
ー
ス
と
な
る
学
び
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

県
立
大
学
の
国
際
交
流
サ
ー
ク
ル

G
W
I
P
U
に
所
属
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
話
す
機
会
を
設
け
る
な
ど
、

日
本
人
学
生
と
留
学
生
が
交
流
で
き
る

き
っ
か
け
作
り
を
し
ま
し
た
。
大
学
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
背
景
の
人
と
関
わ
り
、
多
く

の
こ
と
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
分
は
こ
う
だ
と
決
め
つ
け
て
、
選
択
肢

の
幅
を
狭
め
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

県
立
大
学
の
授
業
を
受
け
る
中
で
、
人

は
社
会
や
周
囲
の
環
境
と
の
相
互
作
用
の

中
で
今
を
生
き
て
い
る
こ
と
を
学
び
、
悩

み
や
生
き
づ
ら
さ
を
作
っ
て
い
る
周
囲
の

環
境
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
根
本
的
な
解

決
に
つ
な
が
る
と
強
く
認
識
し
ま
し
た
。

周
囲
の
環
境
や
社
会
の
シ
ス
テ
ム
全
体
に

関
与
で
き
る
福
祉
職
に
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
社
会
福
祉
士
を
取
得
し
、
現
在

は
岩
手
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
運

営
法
人
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
セ
ン
タ
ー
の
学
習
事
業
で
あ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
性
別
を

背
景
と
し
た
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
当
事

者
に
と
っ
て
、
固
定
的
な
性
別
役
割
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
規
範
を
客
観
視
す
る
こ
と
で
肩
の

荷
が
下
り
、
あ
り
の
ま
ま
に
生
き
る
た
め

の
ヒ
ン
ト
を
見
付
け
る
機
会
に
も
な
り
ま

す
。
当
事
者
だ
け
で
は
な
く
、
周
り
の
人

の
理
解
や
適
切
な
行
動
配
慮
が
な
い
と
解

決
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
正

し
い
情
報
・
知
識
を
届
け
、
理
解
を
広
げ

る
こ
と
で
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
人
が
あ
り
の
ま
ま
に
生
き
ら
れ
る
岩
手

県
を
作
っ
て
い
く
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

卒業生の声

「その人が持つ多様な要素を理解しない
とその人を正しく理解できない」と話す
高橋さん。自分の当たり前を疑い、思
い込みをしないように心掛けています。

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー


